
大
路
荒
犀
四
月
六
牌
第
三
櫛
郵
便
物
認
珂
大
正
七
年
五
昂
二
＋
七
口
鴨
刷
納
本
（
瓠
瑠
一
同
一
画
獲
行
）

国
、
　　六第　臥龍第
　　號七†二素
行磯H・…月六年七正大

感
　
　
畳
・
：
：
・
：
：
：
・
：
・
：
：
：
丈
學
博
士
　
西
田
幾
多
郎

識
別
作
用
の
非
相
辮
性
に
焦
す
る
實
瞼
的
研
究
：
：
・
：
・
：
：

：
：
：
：
・
：
・
：
：
：
：
・
：
：
・
：
：
丈
三
士
千
葉
胤
成

ロ
ッ
ッ
皿
餐
當
読
の
．
・
田
來
（
承
前
）
：
：
：
：
丈
學
士
　
錦
田
義
富

美
學
の
基
礎
に
就
て
の
潔
察
（
完
結
）
：
：
丈
攣
博
士
　
深
田
康
算

フ
ィ
ド
ラ
ア
「
近
代
自
然
涙
と
美
術
上
の
興
」
・
：
：
：
・
：
：
：

…
：
：
：
…
・
・
：
・
：
：
：
…
：
：
丈
鍋
士
勝
部
謙
造

彙
報
・
：
：
・
：
：
’
・
：
・
：
・
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：
：
：

新
子
紹
介
：
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：

雑

e“

内端大戯文畢大國帝都京

　禽學暫都京



京
都
哲
學
禽
規
則

第
】
條
　
本
衛
写
京
都
哲
理
倉
ト
聡
ス

第
二
出
糠
　
本
禽
ハ
画
殿
義
二
㎝
於
ケ
ル
暫
學
ノ
研
究
及
趾
怠
皆
及
チ
以
テ
疑
一
的
ト
ス

第
三
僚
本
倉
ハ
薗
僚
ノ
臼
的
チ
蓬
セ
ン
が
爲
メ
左
ノ
事
繋
チ
行
フ

　
　
一
、
侮
”
一
剛
研
究
會
チ
開
ク

　
　
一
、
飾
年
葎
秋
二
腿
公
開
誹
演
魯
チ
開
ク

　
　
一
、
毎
潟
一
同
難
誌
『
哲
學
研
究
』
チ
獲
行
ス

鑛
四
三
　
本
愈
轟
・
務
所
チ
京
都
帝
國
大
回
女
科
大
學
内
轟
鷺
ク

第
五
條
本
愈
ノ
事
業
チ
細
管
ス
ル
爲
メ
ニ
左
ノ
役
員
チ
置
ク

　
　
一
、
委
鎖
（
砦
干
名
）
京
二
巴
國
大
醗
丈
科
大
串
哲
學
科
教
宜
及
委
員
會

　
　
　
　
輔
煮
於
テ
繰
押
藤
伽
シ
タ
ル
春
チ
以
テ
之
樽
一
充
ツ

　
　
一
、
魯
記
（
一
名
）
婁
門
門
二
於
テ
嘱
託
ス

第
山
ハ
條
　
　
噛
小
會
ノ
趣
繍
田
二
輔
賛
聞
物
ス
ル
岩
ハ
侮
入
昌
テ
モ
會
員
タ
ル
コ
ト
チ
得

　
學
絞
、
閥
欝
館
、
教
育
愈
、
興
他
ノ
囲
欝
ハ
其
劉
膿
ノ
名
チ
以
テ
入
會
ス
ル

　
コ
ト
チ
得

錦
七
癖
　
倉
員
ハ
愈
費
ト
シ
テ
年
電
闘
八
拾
銭
、
曲
後
二
期
一
一
分
チ
テ
蘭
納
ス

　
ペ
キ
モ
ノ
ト
ス

轄
耀
八
條
　
為
胃
n
貝
ハ
本
會
ノ
諾
胤
糎
ノ
命
目
A
矯
輯
一
…
川
庶
叩
ス
ル
コ
ト
チ
得
且
ツ
麟
夘
歎
励
『
哲

　
學
研
究
』
ノ
醜
付
チ
受
ク

蛾
浬
九
静
即
　
腰
学
衛
制
規
騨
川
ノ
改
正
瀬
饗
更
ハ
張
物
欝
鳳
衛
婦
ノ
決
議
漏
依
ル

京
都
哲
學
會
役
員

委
　
員

書
　
記

丈
三
縄
濁
波
多
事
精
一

丈
學
博
士
　
西
　
田
　
幾
　
多

交
學
博
士

交
學
士

千

葉

胤

朝

永

十

二
學
博
士
　
狩
　
野

交
學
薄
士

成郎　郎

直
　
喜

高米

瀬田

武事

次太

丈
學
士
　
植
　
田

交
學
士

丈
學
博
士

交
雑
簿
士

交
學
博
士

丈
學
簿
士

賓小藤深松野
田本　　　井

西

交健

郎郎

壽
　
藏

方重治康三俊

治　蕊郎　箪郎



tc’t

　
　
　
　
　
　
暫
　
撃
　
研
　
究
　
　
第
二
雫
七
號

介
さ
れ
、
か
く
て
、
新
渡
見
の
発
文
を
妙
本
・
と
銘
較
し
て
本
女
駒
償
値
を
推

難
し
、
　
一
々
発
丈
を
表
誕
し
て
一
跨
鋼
然
と
し
た
精
轡
な
論
丈
で
あ
る
。
　
軽

輩
研
究
を
欝
面
の
的
と
し
て
居
る
同
民
の
如
き
に
取
っ
て
、
欺
る
斬
材
料
の
．

提
紘
硝
を
得
“
κ
の
は
、
恰
嵐
早
天
に
雲
覧
を
望
ん
だ
感
が
あ
っ
た
ろ
う
が
、
　
そ

の
勢
は
、
論
究
の
上
に
廃
な
と
印
し
て
居
る
。
　
同
妊
三
門
家
の
愛
讃
を
切
に

激
め
て
皿
肱
く
。
　
次
に
躯
歌
原
民
の
発
二
百
置
皿
“
掃
脛
批
畝
磯
も
、
先
號
〃
か
ら
の
砧
鳴
き

で
、
本
號
に
は
、
四
十
一
彿
か
ら
最
後
七
十
八
締
に
瓢
至
る
迄
の
梵
語
字
句
の

詳
縛
な
霧
海
が
加
へ
ら
れ
て
あ
る
。
同
脛
の
畷
究
上
、
少
な
か
ら
ぬ
ヒ
ン
ト

を
輿
へ
る
で
あ
ろ
う
箏
は
潟
ふ
迄
も
無
く
、
　
轡
人
は
斯
冨
回
議
に
刺
戟
さ
れ

て
、
本
丈
を
群
駕
す
る
の
慣
劉
を
蒸
成
し
た
い
と
患
ふ
。
後
阜
の
吾
入
嫉
深

く
氏
に
感
謝
し
て
然
る
可
き
で
あ
る
。
以
上
は
本
欄
…
の
太
要
で
あ
る
が
、
　
爾

ぼ
職
…
鏡
野
に
鮫
憲
印
疲
嘩
谷
他
の
閥
冨
歌
噛
二
三
が
、
『
現
ゐ
仔
…
螂
教
発
本
蹴
録
』
な

る
者
を
報
ぜ
ら
れ
、
五
聖
九
種
の
現
存
卸
本
に
つ
い
て
、
　
一
々
纏
題
と
そ
の

読
明
、
雛
解
、
作
者
杯
を
需
要
せ
ら
れ
て
あ
る
。
多
く
は
秘
密
部
の
縫
軌
知
が

主
で
あ
る
ら
し
い
が
、
實
地
に
彼
に
在
て
研
究
し
つ
』
あ
る
者
の
、
　
斯
る
報

鴇
は
、
吾
人
を
利
ず
る
庭
敵
影
で
な
い
か
ら
、
　
大
に
撒
迎
す
べ
き
で
あ
る
。

禽
ぼ
鋒
夢
に
一
嘗
し
て
置
き
順
い
の
は
、
宗
敏
研
究
會
が
成
立
以
來
、
口
爾

ほ
深
か
ら
ぬ
の
に
、
漸
次
會
員
も
短
加
し
、
就
倉
の
磁
俗
何
血
を
問
は
ず
、

跳
の
眞
踵
な
研
究
機
闘
…
に
佼
て
、
罪
数
の
新
穂
命
を
捕
へ
よ
う
と
す
る
士
の

華
っ
て
集
り
來
る
事
は
、
洵
に
慶
辛
に
堪
へ
な
い
寓
で
あ
る
が
、
　
黄
澱
外
の

士
も
、
大
に
翫
賞
愛
設
す
る
の
、
璽
遇
せ
ん
事
を
希
醒
し
て
已
ま
な
い
者
で

あ
る
。
東
京
博
文
盤
慢
語
。
定
頂
七
十
五
銭
（
手
島
交
倉
）

佛
機
の
醗
究

九
八

小
　
野
　
玄
　
妙
著

　
こ
の
書
は
、
印
度
、
支
那
、
二
本
に
流
傳
せ
る
大
小
顯
密
の
佛
像
の
形
相
を

純
律
儀
軌
の
本
交
に
線
っ
て
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
、
序
説
κ
於
て
佛
像
研

究
の
田
川
出
泓
、
造
像
の
三
山
八
史
的
臓
卜
、
　
佛
｛
像
の
安
心
せ
ら
れ
た
方
式
に
無
仲
る

槻
察
の
仕
方
、
三
相
、
眞
嘗
の
修
法
と
其
本
麓
、
　
曼
魔
羅
の
種
類
等
、
要
す

る
に
『
何
佛
の
像
で
あ
る
か
』
と
雷
ふ
こ
と
を
槻
察
す
る
上
の
一
般
的
な
知

識
を
興
へ
、
進
ん
で
第
二
章
以
下
に
於
て
、
櫛
菩
薩
明
王
刑
部
の
諸
像
を
細

快
し
て
、
夫
れ
を
一
々
三
三
に
且
つ
簡
助
に
三
唱
す
る
。
　
碧
者
の
言
ふ
如
く

さ
き
に
団
氏
の
署
し
た
『
唾
罵
美
稽
概
論
』
　
の
餐
論
の
一
部
に
霜
雷
す
る
も

の
で
、
佛
敏
美
術
に
…
關
し
、
　
こ
の
方
面
の
知
識
を
必
要
と
ナ
る
種
々
の
研
究

純
美
鱗
的
研
究
以
外
の
諸
種
の
研
究
に
從
ふ
人
が
彼
の
書
と
典
に
必
ず
滲
考

に
供
す
べ
き
有
用
な
る
署
野
口
で
あ
る
。
東
京
市
小
石
川
匿
原
町
六
番
地
丙
午

幽
版
融
寒
行
定
煩
金
二
圓
。
（
植
田
）

寄
贈
書
籍
雑
誌

9

雛
ホ
碁
瞥
数
鋭
　
山
本
秀
燵
著
　
洛
陽
堂

ス
冨
ノ
ザ
藩
…
静
思
　
鹸
へ
畠
チ
カ
）
　
丈
學
士
小
尾
範
溶
課
　
電
波
書
店

天
象
礪
激
僅
講
話
　
境
野
黄
．
比
量
　
再
午
熱
版
融

蓄
箪
書
誌
　
息
潮
　
丁
酉
倫
理
講
演
集
　
心
理
研
究
　
六
合
難
誌
　
棄
洋
哲

學
無
糀
燈
　
束
亜
之
光
　
早
稻
田
文
畢
學
校
数
育
　
教
育
内
外
教
育
評

論
　
魯
通
教
宥
　
薮
育
研
究
　
敏
育
學
衝
鼻
　
教
育
罫
　
教
育
暗
論
　
東
京



敏
育
　
兵
庫
敏
育
　
欝
岡
縣
数
百
　
滋
賀
縣
教
育
倉
雑
晶
赫
　
岐
阜
縣
数
育

愛
知
敏
育
磁
誌
長
崎
縣
敏
育
礫
誌
都
市
敏
宥
　
信
濃
教
育
　
佐
賀
縣
数

育
婆
備
教
育
宮
城
毅
育
由
口
説
敏
訳
1
3
　
秋
田
縣
教
宵
難
誌

翻擁立

喜
劇
と
妄
想
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
・
：
・
：
：
：
・
．
・
・
墨
筆
博
士

力
F
ラ
イ
ル
の
思
想
の
哲
學
的
背
景
：
：
・
：
：
：
：
・
：
：
丈
學
簿
士

美
術
史
の
王
土
・
：
・
：
L
・
：
：
：
：
：
・
：
・
：
：
：
：
・
：
丈
海
士

ス
ト
ゥ
ム
ブ
の
情
畳
読
（
完
結
）
：
：
：
・
：
・
：
・
：
・
：
：
：
文
學
士

左
右
田
樽
‡
の
薯
『
経
濟
哲
學
の
諸
問
題
』
を
熟
む
：
；
・
：
・
交
學
士

　
彙
報
－
新
著
紹
介

田野三朝今

　上田永村
漫　　 ＿

　俊壽十新

元夷臓郎吉

765

雑

九
九



禽
飴漕

亀
偽品定

｝
、
本
會
へ
入
倉
希
鍛
ノ
方
ハ
雍
接
本
禽
宛
テ
こ
御
申
」
花
被
丁
度
候

一、

A
部
員
ニ
シ
テ
韓
居
留
ラ
レ
タ
ル
節
ハ
直
チ
二
尊
旨
御
報
知
脚
下

　
　
度
候

　
｝
、
命
日
費
ハ
振
晶
替
口
座
・
天
阪
樂
紳
O
幽
ハ
六
憩
業
糊
一
、
京
都
駿
囚
趣
高
州
テ
ユ

　
　
御
挑
込
被
r
度
鍛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
一
、
本
融
帥
ノ
帽
綱
甜
瞥
二
㎜
關
ス
ル
涌
叫
信
四
及
紹
介
●
新
刊
琳
同
◎
交
換
三
熱
脚
等
ハ

　
　
凡
テ
本
會
宛
テ
ニ
御
焚
逡
被
下
度
鋏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯨
一
義
藤
京
都
暫
躍
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
鷲
目
口
座
大
口
…
饗
◎
六
六
糞
一
騰
一

一六

敷
　
　
定
　
　
　
　
　
償

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郵

書
｛
金
鼠
拾
　
五
　
鑓
［
金

十
　
二
　
朋
（
前
金
）
一
金

研
（
蘭
金
）
「
金
壷
圓
五
拾
銭
一
不

　
　
　
　
　
　
　
　
参
　
　
　
圓
一
不

嘩増

税
銭受受

廣
管
墨

一
頁
　
　
二
二
　
　
圓

孚
頁
　
　
金
六
　
　
圓

註文親定

⑤
三
二
に
あ
ら
ざ
る
講
識
者
の
御
垂
尾
及
び
贋
告
に
嘱
す
る
件
は
慶

　
面
骨
へ
御
拝
一
目
下
さ
れ
曾
度
候

◎
本
誌
の
御
註
丈
は
す
べ
て
代
金
郵
穐
共
龍
金
に
て
獅
…
送
り
下
さ
る

　
べ
く
候

◎
振
替
貯
金
に
て
御
…
送
金
は
（
棄
京
二
八
〇
一
陣
）
寳
愛
館
…
宛
に
願
上
候

⑥
蘭
…
金
切
れ
の
揚
合
は
幣
制
封
に
「
蔚
乳
切
」
の
印
章
・
押
榛
㏄
致
す
べ
き
に

　
付
置
に
御
上
込
下
さ
れ
度
候

◎
見
本
卿
入
用
の
揚
合
は
金
球
拾
鈍
御
逡
り
下
さ
れ
度
候

◎
特
に
誌
求
書
及
転
記
馨
等
を
銘
す
る
揚
合
は
郵
券
三
銭
御
逡
付
下

　
さ
れ
度
候

大
正
七
年
五
月
二
十
七
日
印
捌
納
本

大
｝
止
七
加
†
　
　
山
ハ
　
　
日
〃
　
一
　
ロ
H
嚢
　
　
　
行

編
韓
者

右
代
表
春

第
二
十
七
號

第
滲
巻

第
六
腓

京
都
帝
強
大
學
丈
科
大
山
内

　
　
　
京
都
哲
學
會

i

　製複許不

　載監禁

漫
行
者

即
生
者

印
刷
所

寳
　
嚴
　
方
治

大
　
葉
　
久
　
吉

束
豪
市
日
准
欄
癌
本
石
町

三
　
丁
　
目
　
十
　
七
　
欝
　
地

青
柳
十
｝
郎

菓
京
市
串
込
遜
市
谷
撫
袈
町

一
丁
目
十
二
番
地

秀
英
會
第
一
工
揚

婁
行
比
翼
乱
離
髄
薙
㏄
郵
蜜
丈
館

襲
費
元
煉
縛
姻
鰭
蘇
晒
禮
建
築
本
館

費
捌
所

（
東
京
）

良
明
堂
、

（
京
都
）

東
京
堂
、
東
海
堂
、

上
田
屋
　
（
大
阪
）

艶
文
館
　
（
潜
戸
）

北
見
館
、

盛
文
館

寳
文
館

ぐ



辮⑳・一一一1…v諸官論の⑳著名
棘
鯨
締
鞭
鍬
鰹
文
學
士
、
A
「

再版

膏
田一

睡

忍
著

布
装
美
本
全
一
冊

定
便
金
九
拾
銭

逡
料
金
八
銭

つ勝は司るな巧に論画

す拝切を付置の書本に蓮

本
書
は
論
理
學
の
大
家
た
る
今
幅
先
生
苦
心
の
成
果
に
し
．
て
、
本
邦
唯
　
一
　
の
慮
用
論

理
書
な
り
。
方
今
雄
辮
衛
に
關
す
る
署
書
紗
か
ら
ず
と
難
も
、
未
だ
本
書
の
如
く
、
徹
底

的
に
論
理
の
癒
用
を
設
け
る
も
の
あ
る
を
見
ず
。
現
代
論
辮
界
の
鹸
陥
も
亦
大
な
り

と
　
い
ふ
べ
し
。
著
者
妓
に
見
る
所
あ
り
、
苦
心
殿
葦
戸
潮
く
成
り
て
、
今
回
之
を
公
κ
せ

ら
る
。
本
書
は
筆
名
の
示
す
如
く
、
論
場
当
　
一
　
の
必
携
に
し
て
、
叙
す
る
所
極
め
て
詳
細
、

両
か
も
東
洋
の
論
理
た
る
因
明
を
も
融
化
し
て
、
灘
然
た
る
里
門
の
　
一
系
統
を
紐
織

ず
。
即
ち
先
づ
論
題
の
性
質
論
、
立
謹
の
責
任
論
、
詮
櫨
の
樋
類
筆
を
詳
叙
し
、
又
立
論
法

を
細
鱗
し
て
、
之
に
封
ず
る
謬
論
を
明
か
に
し
、
駁
論
、
論
破
の
諸
方
法
を
も
野
示
し
、
さ
　
　
　
　
　
　
’

て
は
論
議
、
演
説
、
討
論
の
心
得
に
ま
で
も
君
及
せ
り
。
さ
わ
ば
彼
の
デ
イ
レ
　
ン
マ
に
か

か
れ
る
者
も
亦
本
営
を
　
一
閲
せ
ぱ
、
忽
ち
其
車
掌
を
脱
幽
す
る
の
溢
を
瞥
見
す
る
を

得
ん
。
引
例
又
最
近
活
殿
會
の
活
事
例
を
探
る
。
荷
く
も
言
論
を
以
て
世
に
立
た
ん
と

す
る
春
の
　
一
難
を
要
す
る
も
の
、
乃
ち
敢
て
本
書
の
備
付
を
學
生
・
教
師
・
政
治
家
沓
位

に
薦
む
。

　　町石本匿橋本日市京町寳　　　（O八二京東替振）
　　　　　’

文丁丁丁丁’館

主
學
研
究
　
第
二
十
七
號
鱗
矯
蜷
　
款
児
皿
號
畿
砕
（
毎
月
一
回
一
日
獲
行
）
（
鰍
韮
灘
購
卿
朔
蹴
湘
）

定
債
金
武
拾
五
銭


